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 ビジネスアーキテクトとは、富士通・日本ユニシス殿ではこの呼称を使っていますが、一般に用いられている職種名では高度情

報処理技術者試験のＳＡ（システムアナリスト）・ＩＴストラテジスト、ＵＩＳＳではＩＳアナリスト・ＩＳストラテジスト、ＩＴＳＳではコンサル

タント、ＩＴコーディネータ協会のＩＴコーディネータ、ＢＡＢＯＫのＢＡ（ビジネスアナリスト）が概ね該当します。 

 ビジネスアーキテクト（ＢＡ）は、ビジネス（業務）とＩＴの本質を捉え、その業務に適合したビジネスシステムの企画・設計のできる

人材です。新しいシステムの設計をする点が（単なるコンサルタントと違う）アーキテクトなのです。 

 情報システム／ＩＴ部門では、経営の期待に応えられる仕事ができるのは、この人材です。 

 今後はＢＡなしでは、システムの検討は始まりません。 

 このコースは、ＢＡを目指す方にご自分の能力強化目標と能力強化方法を知っていただくもので、 
このコースの中で研修を行うものではありません。 

 ＢＡを目指す方は、受身で研修等を受けるのではなく、自らの計画で自己研さんすべきだという考えからです。 

 なお、このコースの能力評価項目は、上記全職種の要求事項のほぼすべてをカバーし、これまでほとんど 

体系化されなかったコンピテンシ（基礎能力）系も対象にしているのが特色です。 

1. ＢＡＳＰの目的･ねらい（Why） 

 

 「ＢＡＳＰの内容」をご参照ください。

2. ＢＡＳＰの内容（What） 

 お１人 50,000 円（診断料、自己研さん
ガイド料、消費税別） 

 自己診断と自己研さんガイドの提供とで構成され
ます。 

 自己診断：1 時間、自己研さんガイド解説：1 時間

4. ＢＡＳＰの実施方法（How） 

 随時受け付けます。 
 診断実施と自己研さんガイドのご説明は 2 時間程

度で終了します。 

5. ＢＡＳＰ自己診断の実施時期（When） 

 システム企画研修（株） 担当講師 

6. 当研修の担当講師（Who） 

7. 当研修の実施料金（How Much） 

 ビジネスアーキテクト、本格的ＩＴコーディネー
タ、システムコンサルタントを目指す方 

 経験は不問です。 

3. ＢＡＳＰの参加対象者（Where） 

（１）目的 

 以下のように、ビジネスアーキテクトとしての明確な
目標を持っていただきます。 

１） ビジネスアーキテクトの目標像のイメージを持っ
ていただきます。 

２） 補強すべき自分の能力を知っていただきます。 

３） 補強すべき能力の補強方法を知っていただきます。

４） ビジネスアーキテクトの業務遂行上で必要となる
情報の入手方法を知っていただきます。 

（２）ねらい

１） 診断結果に基づいて、能力向上の努力を行っ
ていただきます。 

２） ビジネスアーキテクトとしての能力を着実
に高めていただきます。 

３） ビジネスアーキテクトとしての業務を的確
に処理できるようになっていただきます。 

４） 専門家としての地位が安定し、充実し満足の
いくビジネスライフを送っていただくこと
ができます。 

1. 「目的・ねらい」を追求する思考法を持って

いる。 
2. いくつかの業種の事業特性を把握している。

3. 経営組織の基本構造についての本質的理解を

している。 
4. いくつかの経営機能（業務）について精通し

ている。 
5. 事業の成否はお客様の価値観次第という認識

を持っている。 
6. ＩＴ分野の技術動向について承知している。

7. システム開発・保守・運用プロセスの基本的

理解を持っている。 
8. 主要なマネジメント手法を利用できる。 
9. 業務プロセスの基本的な設計ができる。 
10. 情報システム・アーキテクチャの根幹の方向

付けができる。

本物のビジネスアーキテクトの１０か条 
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実績（経験）（ﾋﾞｼﾞﾈｽ分析、
要件定義、特別ﾃｰﾏｺﾝｻﾙ、…）

ＢＡとしての基本能力
（業務分析、…、データ設計、…）

ＢＡとしての要素技術能力
（インタビュ、調査、プレゼン、…） 

行動（人脈を増やす行動など） 

意識・思考法（目的重視思考、…………、倫理観） 

知識（経営機能、業務組織、…、Mgt 手法、ＩＴ動向、ｼｽﾃﾑ関連） 

資質・適性（強靭性、積極性、社交性、目的指向性） 

能力診断 

 ご自分の能力を２００弱の設問によって自己評価していただきます。 

 評価領域は、以下の７領域 

 

ＢＡＳＰの内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

提供される「能力補強策ガイド」は、意識・行動改善のために使用するチェックリスト、

参考図書の推薦、各社の有効な研修の紹介、利用できるツール（マニュアル含む）の紹介

など、非常に価値のあるノウハウの集積体です。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 診断結果は、直ちにフィードバックいたしますので、ご自分の足りない能力を自覚し、能力強化の方向

づけを知っていただきます（次頁のように個別の判定結果を総合したレーダチャートを提供します）。 

 ＢＡの必要能力について自己判定

していただく（必要能力の全領域

が対象）。 
 
 ＢＡの必要能力の弱み部分の補強

策を知っていただく。 

能力診断 

能力補強策 

ガイド 

チェックリスト 

による 

意識・行動改善 

能

力

向

上
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図書で学習 研修で学習 ツールの活用 
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０．総合 ３．意識・思考法 

 １．資質・適性、２．知識、３．意識・思考法、４．行動、５．能力

（要素技術）、６．能力（基本能力）、７．実績（経験）の総合状態

を示します。 

 

 「何かを検討するときに、常にその目的を意識していますか（目

的重視思考）」など１０問（＝１０サブカテゴリ）の設問に回答いた

だきます•。 

１．資質・適性 ４．行動 

 強靭性、積極性、社交性、分析指向性の４面について、「困難な

障害が発生しても逃避しない」などそれぞれ１０問の設問に回答

していただきます。４面それぞれ５点以下の場合は強化が必要

と判定します。 

 人に愛される行動（例示「お早う、ごめん、ありがとう」（挨拶す

る、謝る、感謝する）、相手の話を聞く、相手を褒める、などを励

行している）をどの程度しているかなど１０問（＝１０サブカテゴ

リ）の設問に回答いただきます。 

２．知識 ５．能力（要素技術） 

 経営機能、経営組織、業務知識、マネジメント手法，ＩＴ動向、シ

ステム構築・運用関連など１０領域（サブカテゴリ）の知識につい

て、「経営理念の重要性」についてどの程度知っているかなど合

計１００問に回答していただきます。 

 ビジネスアーキテクトとしての業務を実行する上で必要となる「イ

ンタビュ（経営者、管理者、担当者に対する）」などの要素技術に

ついて、１０問（＝１０サブカテゴリ）の設問に回答いただきます。

 

2.知識
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0.総合
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5.能力（要素技術）
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